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に 15 世紀あたりの朱子学などの現実的合理的な観点から相対化されるようになり、16 世紀
のキリシタン渡来による西洋の世界観から徹底的に批判され、近世期には仏教はもとより神
道、儒教など諸説入り交じって論争が続いて流動化していく。そうした須弥山世界観の変転


























































































































須弥山をいただきて大海をわたる人をば見るとも、この女人をば見るべからず。          
















































図１　須弥山図（『日本須弥諸天図』 1402?ハーバード大学フォッグ美術館蔵、部分）（The Courtly Tradi-
tion in Japanese Art and Literature: Selection from the Hofer and Hyde Collections, Fogg Art Museum, Harvard Univer-

































































































































































　　　　会、1995 年 7 月
同　　　「中世神話の展開―中世後期の第六天魔王譚をめぐって」『国文学解釈と鑑賞』至文堂、　　









同　　　 「キリシタン文学と仏伝―異文化交流の表現史」、『文学』岩波書店、2001 年 9、10 月
同　　　 「須弥山世界の図像と言説を読む」、国文学研究資料館編・国際シンポジウム『日本文学の
　　　　創造物―書籍・写本・絵巻』、2009 年
謝辞　資料に関して、ジャメンツ・マイケル、高陽、金英順各氏のお世話になった。御礼申し上げる。
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